
（ 1 ）	 ２ ０ 1 6 年 3 月 6 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 5 5 号）

文　

メ
ア
リ
ー
・
ジ
ョ
ス
リ
ン

絵　

ア
リ
ー
ダ
・
マ
ッ
サ
ー
リ

レ
ナ
ト
・
フ
ィ
リ
ピ
ー
ニ
（
聖

ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
）
著

女
子
パ
ウ
ロ
会　

864
円（
税
込
）

名古屋教区公式ホームページ　http://www.nagoya.catholic.jp/

教区ホームページ

福音の
ひびき

3月の説教者

6 日　四旬節第4主日
北向　修一

（春日井教会）

13日　四旬節第5主日
チャン・ヴァン・ビン

（瀬戸教会）

20日　受難の主日（枝の主日）
暮林　響

（神言修道会）

27日　復活の主日
アーノルド・プルム

（安城教会）

四 旬 節
愛の献金
2／10～3／24

世界青年 
の日
3月20日

（受難の主日）

3月25日
聖金曜日
（大斎・小斎）

聖地のため 
の献金

3月27日
復活の 
主日

名古屋教区公式ホームページ　http://www.nagoya.catholic.jp/

〒461－0004
名古屋市東区葵 ２丁目6－35
カトリック名古屋教区広報委員会
「教区ニュース」編集部
電話（052）935－2223
FAX（052）935－2254

印刷所　株式会社 荒川印刷
毎月第1日曜日発行

2016年 3 月

第355号

免償について
　　―償いの連帯として―
� 名古屋教区司教　松浦悟郎

聖香油ミサ
日　時　3月24日（木）午前10時30分

場　所　カトリック布池教会大聖堂

主司式　ミカエル松浦悟郎司教

　12月8日より、「いつくしみの特別
聖年」が始まりました。聖年には特
別な祈りや巡礼などがあり、また免
償が与えられることになっています。
　しかし、免償については複雑な歴
史があり、またルターによる宗教改
革の原因の一つになるなど、逸脱や
誤解もあり、必ずしも正しく理解さ
れているとは限りません。
　そこで、この免償について正しい
理解と現代的意味を司祭の月集で確
認しました。また、教皇フランシス
コの免償についての「書簡」＊も多く
の示唆を与えてくれるものです。
　私はこれらに基づいて、免償の意味
と名古屋教区での実施のための心構
えについてお伝えしたいと思います。

免償の意味
①�罪を犯すことは、神に対する、また共同体に対する関係を傷つけ
ることです。その意味で、赦されるということは「共同体との関
係を修復し和解すること」を意味します。そのためには、罪を犯
した人は回心するだけでなく、傷つけられた人が受け入れても良
いと思える償いを果たさなければなりません。その償いの一つの
道として「免償」に定められた具体的な行為を行うことができま
す。

②�回心と償いは本人だけでなく、共同体もその歩みを共にすること
ができます。「免償」に定められた巡礼や祈りをささげることで、
過ちを犯した自分を含め、世界の罪深い現実に対する「償いの連
帯」の一つとなります。その連隊は、償いを充分に果たさずに亡
くなった人のためにもなされうることです。

③�現在の赦しの秘跡で償いよりも赦免が先にあることにも大きな意
味があります。いつくしみ深い神の赦しに支えられるからこそ、
関係修復（和解）のための償いの道を希望を持って歩むことがで
きるからです。

④�人間は、神から赦されても罪への傾きの現実はなくなりません。
したがって、免償という形で償いの道を果たし続けることができ
るのです。

　以上のことを踏まえ、名古屋教区としては以下の要領で免償を受
けとめたいと思います。

1．指定教会への巡礼
　名古屋教区では、「いつくしみの特別聖年」の間、各ブロックに
一つ巡礼教会を定めました。そこを訪れ、教皇の「書簡」に基づき、「免
償」のため、すなわち自分の償いと他者のための償いの連帯のため
に、以下の二つのことを行います。
　①赦しの秘跡や感謝の祭儀にあずかる。
　②�それらの秘跡の中で信仰を告白し、教皇のため、また教皇の意
向のために祈りをささげる。

2．平和の巡礼
　苦しみの連帯
　教会だけでなく、平和の巡礼地（広島、長崎、沖縄、アジア諸国）
や苦しみの中にある人々（東日本大震災・原発被災者など）の現場
を訪れることも巡礼となります。
　償いの連帯
　戦争や犯罪、貧困や自然破壊などを生み出す人類の罪の償いの連
帯として平和の巡礼を行います。
3．病者や高齢者の巡礼
　病気や高齢のために家から出られない人々も巡礼ができます。そ
の巡礼とは、主の受難、主の復活の神秘において、私たちの痛みと
孤独に意味を与える主と共に、病と苦しみをささげ、ご聖体を拝領
し、教皇の意向に従って祈ることです。

歴史的背景
　初代教会では、重大な罪を犯した人は、回心し、償いを果たさな
ければ、赦されて共同体に迎え入れられることはありませんでした。
共同体の信徒たちは、その人が一日も早く償いが果たされ赦される
よう悔悛者のために祈り、支えることができました。
　中世になって、個別の赦しの秘跡が行われるようになったとき、
悔悛者は先に赦しを与えられ、その後で償いを果たすことになりま
した。その償いは、罪の種類によっては長期にわたる、苦痛を伴う
厳しいものでした。やがて、同等の別の償いに代えたり、他の人が
代わりに償いを果たしても良いとする慣例が生まれました。
　やがて悔悛者による巡礼、苦行などの償いを、金銭の寄付に代え
てもよいという考えが生じ、免罪符（贖宥状）の発行もされるよう
になりました。
　日本語の「免償」という言葉から、償いが祈りや巡礼などによっ
て「免除される」という意味合いが印象づけられてしまい、本来の
意味が伝わりにくいという問題もあります。
―――――――――
教皇フランシスコの免償についての「書簡」＊＝「いつくしみの特別聖年」
に際して与えられる特別免償に関する書簡（2015年9月1日）〔カトリック
中央協議会ホームページ参照〕（編集部注）

松
浦
悟
郎
司
教
が
名
古
屋

教
区
長
に
着
任
後
、
初
め
て

と
な
る
栄
国
寺
で
の
教
区
殉

教
者
祭
が
２
月
６
日
、
キ
リ

シ
タ
ン
顕
彰
碑
前
で
開
か
れ

た
。
参
列
者
は
こ
れ
ま
で
で

最
も
多
い
170
人
以
上
を
数
え

た
。
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
に
続

い
て
殉
教
者
顕
彰
ミ
サ
が
、

松
浦
司
教
の
主
司
式
、
野
村

純
一
名
誉
司
教
と
10
人
の
司

祭
の
共
同
司
式
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。

松
浦
司
教
は
ミ
サ
の
説
教

で
「
栄
国
寺
の
境
内
で
住
職

と
共
に
祈
る
こ
と
が
で
き
て

感
動
し
て
い
る
」
と
心
情
を

率
直
に
表
明
し
た
。
キ
リ
ス

ト
教
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

江
戸
時
代
に
、
尾
張
藩
主
に

よ
っ
て
栄
国
寺
が
建
立
さ

れ
、
維
持
さ
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、「
仏
教
と
キ
リ

ス
ト
教
が
深
い
祈
り
で
つ
な

が
っ
て
今
、
自
分
た
ち
が
共

に
立
っ
て
い
る
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

さ
ら
に
、「
こ
の
世
の
栄

光
と
神
の
栄
光
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る

と
感
じ
た
」
と
も
述
べ
た
。

栄
国
寺
が
建
て
ら
れ
た
千

本
松
原
の
地
は
、
織
田
信
長

が
桶
狭
間
の
合
戦
で
勝
利
を

得
た
記
念
に
千
本
の
松
を
植

え
た
土
地
で
、
の
ち
に
は
処

刑
場
と
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
。
200
人
を
超
え
る
リ
ー

ダ
ー
格
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

が
こ
こ
で
殉
教
し
た
。

松
浦
司
教
は
「
こ
こ
は
戦

争
に
勝
つ
と
い
う
こ
の
世
の

輝
か
し
い
栄
光
を
表
す
場
所

で
も
あ
っ
た
が
、
キ
リ
シ
タ

ン
や
罪
人
が
処
刑
さ
れ
て

い
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
あ
の
キ
リ
シ
タ
ン

た
ち
の
死
は
、
神
の
栄
光
を

表
す
死
だ
」
と
述
べ
、
そ
の

意
義
を
説
い
た
。

「
キ
リ
ス
ト
は
犯
罪
人
と

し
て
処
刑
さ
れ
た
。
罪
人
と

共
に
十
字
架
上
で
殺
さ
れ

た
。
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
の
た

め
に
こ
の
世
に
来
た
。
だ
か

ら
、『
あ
な
た
は
今
日
、
わ

た
し
と
い
っ
し
ょ
に
楽
園
に

い
る
』
と
宣
言
し
た
。
彼
ら

の
た
め
に
血
を
流
し
、
命
を

さ
さ
げ
た
」

「
キ
リ
シ
タ
ン
の
死
も
、

キ
リ
ス
ト
の
死
と
同
じ
。
わ

た
し
た
ち
は
こ
の
世
で
幸
せ

に
な
り
た
い
、
力
を
得
た
い

と
思
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
っ

と
大
切
な
も
の
が
あ
る
。
殉

教
者
は
命
を
取
ら
れ
て
も
捨

て
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ

と
を
示
し
た
」

「
今
の
世
界
は
力
の
強
い

も
の
が
暴
力
で
弱
い
も
の
を

圧
迫
す
る
が
、
わ
た
し
た
ち

は
殉
教
者
の
示
し
た
も
の
を

た
ず
さ
え
て
歩
い
て
い
き
た

い
」ミ

サ
に
続
い
て
、
栄
国
寺

の
若
松
一
雅
（
か
ず
ま
さ
）

住
職
と
松
浦
司
教
が
そ
ろ
っ

て
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
碑
に
献

花
し
、皆
も
献
花
に
並
ん
だ
。

ミ
サ
献
金
は
キ
リ
シ
タ
ン
顕

彰
碑
を
維
持
・
管
理
し
て
く

だ
さ
る
栄
国
寺
に
全
額
託
さ

れ
た
。

若
松
住
職
は
あ
い
さ
つ

で
、
顕
彰
碑
の
横
に
あ
る
ひ

び
の
入
っ
た
古
い
石
塔
に
つ

い
て
説
明
し
、
先
の
大
戦
で

名
古
屋
空
襲
の
時
に
被
爆
し

て
割
れ
た
が
、
割
れ
目
が
き

れ
い
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま

ま
貼
り
付
け
て
修
復
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
の
逸
話
を
披

露
し
た
。

「住職と共に祈る感動」
「この世の栄光と神の栄光の対比」
� 栄国寺・殉教者祭で松浦司教

絵：クリスティーナ・カライ・ナギー
文：ペサン・ジェームス
訳：サンパウロ
　　サンパウロ　1,296円（税込）

イエスってだあれ？
最初の復活祭ってなあに？
この本には小さい子どもだちのため
にかわいらしいイラストとやさしい
文章で復活祭の出来事がわかりやす
く書かれています。

「
最
初
の
復
活
祭
」

「
イ
ー
ス
タ
ー
の
は
な
し
」

「
聖
週
間
を
生
き
る

�

毎
日
の
黙
想
：
受
難
と
復
活
節
の
人
物
と
と
も
に
」

「いーすたー の おはなし」
文　ジュリエット・デービット
画　スティーブ・ホワイトロウ
訳　女子パウロ会
　　女子パウロ会　972円（税込）

毎年、春に巡ってくるイースター（復
活祭）ってどんな日？　とても大切
な、この日の意味を知らせるために
役立つ、とってもかわいい絵本です。

訳　

堀
口
順
子

　
　

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社

　
　

１
，０
８
０
円（
税
込
）

『
ク
リ
ス
マ
ス
の
は
な
し
』
で

大
好
評
の
、
ア
リ
ー
ダ
・
マ
ッ

サ
ー
リ
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
。
聖

書
に
基
づ
い
た
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
受
難
と
ご
復
活
の
物
語

を
、
ま
る
で
画
集
の
よ
う
に
美

し
い
絵
と
文
で
伝
え
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
中
で
、

聖
週
間
の
典
礼
に
あ
ず
か
れ

な
い
人
の
た
め
に
考
え
ら
れ

た
、
受
難
の
主
日
か
ら
復
活

節
ま
で
の
福
音
朗
読
箇
所
と

黙
想
の
導
き
を
一
つ
に
し
た

祈
り
の
手
引
書
。
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教
会
の
扉
を
開
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
御
父
の
い
つ
く
し
み
に
支
え
ら
れ
て
―

喜
び
と
希
望
も
っ
て
未
来
に
向
か
う

修
道
者
の
役
割
考
え
る

名
古
屋
教
区
女
子
修
道

会
・
在
俗
会
連
盟
は
2
月
11

日
、
布
池
教
会
信
者
会
館
コ

ム
ニ
タ
ス
ホ
ー
ル
に
松
浦
悟

郎
司
教
を
講
師
に
迎
え
、「
こ

れ
か
ら
の
教
会
と
修
道
者
の

役
割
」
の
テ
ー
マ
で
の
講
演

を
行
っ
た
。
11
修
道
会
・
在

俗
会
か
ら
48
人
が
参
加
し

た
。
講
演
は
次
の
よ
う
な
話

だ
っ
た
。

94
年
の
シ
ノ
ド
ス
以
来
、

修
道
生
活
に
代
わ
っ
て
「
奉

献
生
活
」
が
一
般
的
な
呼
び

名
に
な
っ
た
。

修
道
会
は
各
時
代
の
必
要

に
応
え
て
そ
の
カ
リ
ス
マ
を

生
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

使
命
を
終
え
、
存
続
に
し
が

み
つ
く
こ
と
な
く
、
閉
じ
る

こ
と
も
あ
り
う
る
。

現
在
、
名
古
屋
教
区
に
神

学
生
が
い
な
い
、
ま
た
、
各

修
道
会
に
は
志
願
者
が
ほ
と

ん
ど
い
な
い
と
い
う
現
実
が

あ
る
が
、
創
世
記
26
章
17
～

33
節
「
イ
サ
ク
の
井
戸
」
を

思
い
起
こ
そ
う
。

「
井
戸
掘
り
の
コ
ツ
を
覚

え
、
そ
れ
を
忍
耐
強
く
実
行

し
、
水
と
い
の
ち
が
見
い
だ

せ
る
な
ど
と
だ
れ
も
思
わ
な

か
っ
た
地
平
に
向
か
っ
て
常

に
移
動
す
る
こ
と
で
、
井
戸

を
掘
り
当
て
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
」

使
命
を
忘
れ
た
り
見
失
っ

た
り
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

け
ば
よ
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
で
は
、
自
覚
を
持
っ
た
信

徒
が
教
育
を
通
し
て
使
徒
職�

を
実
現
し
て
い
く
道
も
あ
る
。

戦
後
、
修
道
会
は
時
代
の

直
接
的
な
必
要
に
応
え
つ

つ
、
最
も
大
切
な
こ
と
、
す

な
わ
ち
新
し
い
価
値
観
、
生

き
る
意
味
、希
望
を
伝
え
た
。

そ
の
原
点
は
、
イ
エ
ス
の
生

き
方
と
そ
れ
に
従
う
弟
子
た

ち
の
“
福
音
運
動
”で
あ
る
。

現
代
は
戦
後
よ
り
も
は
る
か

に
複
雑
か
つ
深
刻
な
状
況
に

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
重
要
な
使
命

が
あ
る
。
中
で
も
「
闇
に
光

を
当
て
る
」「
神
の
国
の
新

し
い
価
値
観
を
示
す
」「
人
々

を
力
づ
け
る
」
と
い
う
預
言

者
的
役
割
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

喜
び
と
希
望
を
も
っ
て
未

来
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
る

奉
献
生
活
の
あ
り
方
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
典
礼
の
変
更
点
や
若
者

へ
の
理
解
の
求
め
方
に
つ
い

て
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

名
古
屋
市
昭
和
区
の
市
民

団
体
が
主
催
す
る
「
宗
教
者

が
考
え
る
日
本
の
こ
れ
か

ら
」
と
題
す
る
講
演
会
で
松

浦
悟
郎
司
教
が
講
演
し
た
。

１
月
21
日
、
会
場
の
名
古
屋

市
高
齢
者
就
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
地
下
鉄
御
器
所
駅
そ

ば
）
に
は
約
150
人
の
市
民
が

つ
め
か
け
た
。

司
教
は
ま
ず
、
世
界
中
で

テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
て
い
る

が
、情
報
が
規
制
さ
れ
た
り
、

操
作
さ
れ
て
い
る
た
め
に
正

し
い
判
断
を
下
す
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問

題
と
し
て
挙
げ
た
。

と
く
に
13
年
末
に
強
行
採

決
で
成
立
し
た
特
定
秘
密
保

護
法
に
つ
い
て
、「
民
主
主

義
を
壊
す
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述

べ
、「
日
本
の
報
道
の
自
由

度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
10
年
に

11
位
だ
っ
た
が
15
年
に
は
61

位
ま
で
下
落
。
先
進
国
で
は

最
下
位
だ
。
今
、
報
道
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」

と
注
意
を
促
し
た
。

「
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
の
は
軍
事
力
の

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の

守
り
方
は
軍
事
力
で
は
な

い
」
と
し
て
、
吉
田
茂
首
相

の
「
友
だ
ち
を
つ
く
る
こ
と

で
国
を
守
る
」
の
言
葉
や
、

中
国
四
川
省
の
地
震
の
際
、

日
本
の
救
助
隊
が
遺
体
を
て

い
ね
い
に
拭
っ
て
合
掌
す
る

姿
に
中
国
全
土
か
ら
称
賛
の

ツ
イ
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
を

挙
げ
て
、「
こ
う
し
た
友
好

関
係
の
積
み
重
ね
で
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
、
友
だ
ち
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法

９
条
の
心
を
使
っ
て
海
外
の

国
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
」
と
主
張
し
た
。

さ
ら
に
「
日
本
の
科
学
技

術
を
こ
こ
ろ
よ
く
提
供
し
、

世
界
の
貧
困
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
な
ど
を
“
積
極
的
平

和
主
義
”
と
言
い
た
い
」
と

あ
る
べ
き
方
向
を
示
し
た
。

ま
た
、「
そ
こ
に
自
分
の

人
生
を
か
け
る
若
者
が
育
っ

て
い
く
国
で
な
け
れ
ば
」
と

訴
え
た
。

《
人
事
》

２
０
１
６
年
度
第
一
次
・
２

月
５
日
付
発
表

（
カ
ッ
コ
内
は
前
任
地
な
ど
）

〈
異
動
〉

押
切
主
任
（
岡
崎
）
島
袋
幹

男
／
東
山
主
任
（
押
切
）
伊

藤
大
有
／
名
東
主
任
（
主
税

町
記
念
館
）
野
村
純
一
／
鳴

海・緑
ヶ
丘
助
任
（
新
司
祭
）

増
田
健
＝
ク
ラ
レ
チ
ア
ン
修

道
会
／
高
蔵
寺
主
任（
東
山
）

椎
尾
匡
文
／
岡
崎
主
任
（
高

蔵
寺
）
早
川
努
／
富
山
ブ

ロ
ッ
ク
助
任
〈
富
山･

魚
津

･

高
岡･

小
矢
部
〉
片
岡
義

博
（
一
宮
）

〈
教
区
外
転
出
〉

大
阪
教
区
へ
（
緑
ヶ
丘
）
フ

ラ
デ
ラ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
＝
ク

ラ
レ
チ
ア
ン
修
道
会

〈
引
退
〉

五
味
巌
（
名
東
）

要約筆記者の養成集中講座
　来る8月27日～28日の2日間にわたり「第
11回日本カトリック聴覚障害者の会名古屋
大会」が名古屋教区内で開催されます。聴
覚に障害を持つ方々のために、この大会で
パソコン要約筆記を付けたいと考えていま
す。その大会準備に向け下記の通り全3回の
講座を開きます。趣旨をご理解いただき是
非ご参加ください。

日　時　�3月10日（木）基礎編／�
3月17日（木）実習1／�
3月24日（木）実習2

　　　　�なお、ご自分のパソコンをご持参
ください。

時　間　13：30～15：00
会　場　南山教会マリア館
問合せ　カトリック名古屋教区障害者連絡会
　　　　FAX 052-880-5107（海野（かいの））

2000万人「戦争法の廃止を求める�
統一署名」へのご協力のお願い
　司教団は『戦後70年司教団メッセージ』
において、「教会は人間のいのちと尊厳に関
する問題に沈黙できない」と宣言しました。
安全保障関連法は、まさに命と尊厳にかか
わる問題であり、教会は沈黙していること
はできません。第二バチカン公会議におい
て、「人間の基本的権利や霊魂の救いのため

に必要とあれば、教会は政治的秩序にかか
わることがらについても道徳的判断を下す
ことができる」（現代世界憲章76）とされて
いるとおりです。そして、武力による解決
を図ることは、さらなる暴力と憎しみの連
鎖を生みだすことになります。
（2015年11月16日に日本カトリック司教協議
会 社会司教委員会委員長・大塚喜直司教が
全国のカトリック教会と主任司祭あてに署
名用紙と共に送った要請文書から一部抜粋）

第
43
回
教
区
典
礼
研
修
会

が
２
月
11
日
、
南
山
教
会
マ

リ
ア
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
40
人
を
超
え
る
受
講
者

が
「
み
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
過
越
の
聖
な

る
三
日
間
の
典
礼
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

講
師
を
務
め
た
ブ
レ
ン
ダ

ン・ケ
レ
ハ
典
礼
委
員
長
が
、

「
主
の
晩
餐
の
夕
べ
の
ミ
サ
」

「
主
の
受
難
の
祭
儀
」「
復
活

の
聖
な
る
徹
夜
祭
」
に
つ
い

て
そ
の
歴
史
的
な
起
源
と
変

化
、
特
に
50
年
代
に
始
ま
っ

た
聖
週
間
の
改
革
か
ら
始
め

て
現
在
の
典
礼
を
説
明
し

た
。
暦
や
総
則
に
基
づ
き
、

細
部
に
わ
た
っ
て
望
ま
し
い

準
備
や
動
作
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

四
旬
節
を
迎
え
る
準
備
の

た
め
の
七
旬
節
、
六
旬
節
、

五
旬
節
に
つ
い
て
の
歴
史
的

説
明
が
一
同
の
興
味
を
誘
っ

た
。
ケ
レ
ハ
神
父
の
典
礼
奉

仕
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

典
礼
に
関
す
る
書
籍
の
紹
介

も
あ
っ
た
。

参
考
図
書
と
し
て
「
キ
リ

ス
ト
の
神
秘
を
祝
う
」「
別

冊 

毎
日
の
ミ
サ　

聖
週
間

と
復
活
の
八
日
間
」
を
用
い

た
。ミ

サ
で
は
、「
ゆ
る
し
の

奉
献
文
」
を
用
い
た
。
試
み

と
し
て
奉
献
文
を
結
ぶ
栄
唱

で
小
鐘
を
振
っ
た
と
こ
ろ
、

荘
厳
さ
が
増
し
た
。
３
月
に

司
祭
叙
階
を
予
定
し
て
い
る

増
田
健
助
祭
（
ク
ラ
レ
チ
ア

ン
修
道
会
）
も
参
加
し
、
そ

の
助
祭
奉
仕
に
よ
っ
て
典
礼

が
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
。

な
お
、
典
礼
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
内
容
の
詳
細
と

資
料
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
。http://ndlc.jp/

典礼研修会

過 越 の
聖 な る
三 日 間

修
女
連

友
好
関
係
積
み
重
ね
る

�

憲
法
９
条
の
心
使
っ
て

松
浦
司
教
、
市
民
団
体
の
講
演
会
で

第12期 聖霊病院ホスピスボランティア�
講座のご案内

定　員　16名（定員になり次第締め切り）
場　所　聖霊病院　二号棟アーノルド館4階　第3会議室
と　き　下記の通り　火曜日　13：30～16：00
講　義　20時間（基礎講座修了が条件です）
　　　　�聖霊病院においてボランティア体験：1年間60時

間以上
　　　　①5/24　②6/7　③6/21　④7/5　⑤7/26
　　　　⑥1/10　⑦1/31　⑧2/7　⑨2/21　⑩3/7
　　　　9/13 交流会
講義内容　�（例）ホスピスの歴史と理念／ホスピスの目的／

コミュニケーションスキル／ホスピスボランティ
アの役割／身の回りの世話／死ぬことについて／
在宅ケア／スピリチュアルケア／悲しみと喪失／
祈りのサービス／遺族のケア／傾聴　など

受講資格　１．聖霊病院ボランティア基礎講座修了者
　　　　２．‌�全10回全てを受講およびボランティア体験�

（1年間60時間以上）
　　　　３．心身ともに健康な方
　　　　４．今後計画される継続研修に参加できる方
　　　　５．18歳以上
　　　　６．‌�将来、ホスピス聖霊で週1、決められた曜日の

9：15～16：00、年間を通して活動
課　題　１．‌�事前レポート：「私がホスピスボランティアを

希望する理由」
　　　　２．ブックレポート：課題図書を読み、感想
　　　　３．‌�事後レポート：「ボランティア体験から学んだこと」
問合せ・�申込み　聖霊病院カトリック社会事業室ボラン

ティアコーディネーター　矢沢
　　　　☎052-832-1181（代表）　締切　4月8日（金）

第25回　聖霊病院ボランティア�
基礎講座

対　象　１．‌�これから当院でボランティア活動を希
望される方

　　　　２．‌�当院でボランティア活動をしている方
で、まだ受講されていない方

　　　　３．‌�当院のホスピスボランティア講座受講
を希望される方

　　　　�（この基礎講座は「ホスピスボランティア
講座」受講の必須条件となります）

定　員　�20名（定員に達し、ご参加いただけない
場合のみご連絡させていただきます）

日　程　�第1日目：4月27日（水）　聖霊病院 2号棟�
� アーノルド館4階 第3会議室

　　　　�13：30～16：00　オリエンテーション／�
病院の理念／実習＝車椅子の操作　など

　　　　�第2日目：4月28日（木）　聖霊病院 2号棟�
� アーノルド館4階 第3会議室

　　　　�10：00～16：00　ボランティア心得、規約、
内容／患者の権利／個人情報保護／感染
について／登録　など

問合せ・�申込み　氏名・フリガナ・男女の別・年齢・
生年月日・職業・住所・電話・メールア
ドレスを明記し、〒466-8633 名古屋市昭
和区川名山町56　聖霊病院　カトリック
社会事業室（担当：矢沢）まで。

　　　　☎052-832-1181（代）　締切　4月8日（金）
＊ご来院の際には、公共交通機関をご利用ください。

東日本大震災・災害支援金の報告�社会福祉委員会
（1）発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金の会計報告
� （2011.3.17～2016.1.31）
 （収入）小教区等からの支援金総額� ２４，２４１，５１４　
 （支出）カリタスジャパンへ振込� ９，５００，０００　
 　さいたま教区へ振込� １，０００，０００　
 　オールジャパン会議交通費� １２３，６２０　
 ＊大阪教会管区大船渡プロジェクト支援� １２，５９８，４５３　
 　大船渡ベースへ車いす４台寄贈� １２３，２００　
 　大船渡ベースへ（デジタル）ピアノ寄贈� ５８，８００　
 　ボランティア交通費補助� ４４１，１５０　
 　　　　支援金残高� ３９６，２９１円
（2）‌�前月報告（2016.1.1）から2016.1.31までに寄せられた募金の件数と金額
　　　　２件　２６４, ８６５円　　（振込手数料引去後の金額）
　ご協力いただいた方 （々個人・団体・敬称略・振込日順に掲載）
　　　　金沢教会、春日井教会

司教着座記念チャリティワインによる募金内訳
　1月　30本販売　2015年7月～2016年1月の販売合計 1,640本
　　　 支援金合計　819,660円　（振込手数料引去後の金額）
※�上記、ワイン募金は販売価格1本2,000円のうち500円が支援金に
あてられ、上記会計報告の支援金総額に含まれています。

（3）‌�1月29日付で大阪教会管区・大船渡プロジェクトへ支援金100万円
送金　支援額は1月末：現在 12,598,453円（上記）となりました。

（4）支援金振込先　郵便振替用紙にて
　　　口座番号　００８８０－６－１６２８
　　　名　　義　カトリック名古屋教区社会福祉委員会
　　　　　　　　　通信欄に「東日本大震災・災害支援金」と記入
★�名古屋教区は「カリタス大船渡ベース・地ノ森いこいの家」とNPO
法人「障がい者自立センターかまいし」を応援しています。寄せられ
た支援金は、カリタス大船渡ベース運営のために使用されています。
★ボランティアに関するお問合せは、社会福祉委員会（担当：村上）
� 電話 052-852-1426　FAX 052-852-1422　まで。
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教
会
の
扉
を
開
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
御
父
の
い
つ
く
し
み
に
支
え
ら
れ
て
―

同
和
問
題
に
と
り
く
む
愛

知
県
宗
教
教
団
連
絡
協
議
会

（
愛
知
同
宗
連
）
が
主
催
す

る
第
28
回
愛
知
同
宗
連
講
演

会
が
２
月
８
日
、
東
別
院
会

館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
映

画「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」

が
上
映
さ
れ
た
。

大
阪
・
貝
塚
市
の
北
出
さ

ん
一
家
は
江
戸
時
代
か
ら
続

く
精
肉
業
。
映
画
は
家
族
の

生
活
と
仕
事
ぶ
り
を
記
録
す

る
108
分
に
お
よ
ぶ
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
だ
っ
た
。

２
年
も
の
間
、
手
塩
に
か

け
て
育
て
た
牛
を
屠と
じ
ょ
う場
に
引

い
て
い
き
一
撃
を
与
え
た
瞬

間
、
つ
ま
り
家
畜
と
し
て
の

牛
が
食
肉
の
原
材
料
と
な
っ

た
瞬
間
、
牛
の
飼
い
主
か
ら

牛
肉
を
解
体
す
る
「
職
人
に

な
る
」
と
い
う
北
出
さ
ん
の

言
葉
に
は
、
生
き
物
の
生
死

に
関
わ
る
者
と
し
て
の
重
み

が
あ
っ
た
。

映
画
は
そ
の
冒
頭
か
ら
、

強
烈
な
屠
畜
シ
ー
ン
を
映
し

出
す
。「
こ
の
シ
ー
ン
か
ら

目
を
逸
ら
せ
て
は
い
け
な

い
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

な
が
ら
見
続
け
る
。そ
れ
は
、

お
い
し
い
と
こ
ど
り
を
し
て

い
る
私
た
ち
に
、
生
命
を
い

た
だ
い
て
生
き
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
る
な
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
の
が
明
ら
か
だ
っ

た
か
ら
。

家
族
な
ら
で
は
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
が
見
て
い
て

心
地
い
い
。
骨
に
付
い
た
肉

片
さ
え
こ
そ
げ
落
と
し
、
無

駄
な
く
商
品
化
さ
れ
る
工
程

は
見
事
の
一
言
に
尽
き
る
。

４
世
代
の
大
家
族
が
に
ぎ

や
か
に
集
う
食
卓
に
は
手
料

理
が
並
び
、
勢
い
よ
く
食
べ

る
か
た
わ
ら
の
明
る
い
笑
顔

と
会
話
か
ら
は
、
絆
の
強
さ

太
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

家
業
を
継
い
で
７
代
目
と

な
っ
た
兄
弟
姉
妹
は
、
差
別

を
受
け
て
き
た
父
親
の
姿
を

心
の
底
で
共
有
し
て
い
る
。

部
落
解
放
運
動
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
自
分
の
意
識
の
解

放
に
繋
が
っ
た
と
北
出
さ
ん

は
述
懐
す
る
。

映
画
そ
の
も
の
に
差
別
の

悲
壮
感
や
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は

ま
っ
た
く
な
い
。
た
だ
、
102

年
間
代
々
た
ず
さ
わ
っ
て
き

た
屠
蓄
の
仕
事
に
終
止
符
を

打
つ
場
面
は
、
歴
史
に
立
ち

会
う
者
と
し
て
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
た
。

公
益
財
団
法
人
近
江
兄
弟

社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
ホ

ス
ピ
ス
長
・
ホ
ス
ピ
ス
希
望

館
館
長
の
細
井
順
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
第
11
回
ホ
ス
ピ

ス
聖
霊
講
演
会
が
２
月
６

日
、
聖
霊
病
院
聖
霊
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。
お
よ
そ
140
人

の
参
加
者
が
集
っ
た
。

講
師
は
愛
知
国
際
病
院
で

愛
知
県
初
の
ホ
ス
ピ
ス
開
設

に
尽
力
し
た
後
、
み
ず
か
ら

も
が
ん
告
知・治
療
を
受
け
、

今
な
お
ホ
ス
ピ
ス
医
と
し
て

日
々
活
躍
し
て
い
る
キ
リ
ス

ト
者
で
あ
る
。

ホ
ス
ピ
ス
は
「
人
生
の
落

と
し
ど
こ
ろ
」、「
人
生
相
談

の
と
こ
ろ
」
な
ど
と
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
聴
講
者
の
耳

を
開
き
、「
が
ん
と
聞
く
と

ガ
～
ン
」
な
ど
と
ダ
ジ
ャ
レ

も
交
え
な
が
ら
自
分
の
体
験

一
つ
ひ
と
つ
を
肌
で
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
話
す
。

「
患
者
さ
ん
は
医
療
者
、

特
に
医
師
と
話
し
た
が
っ
て

間
を
共
有
す
る
こ
と
だ
け
。

そ
こ
に
「
お
互
い
さ
ま
と
呼

び
あ
う
『
い
の
ち
』
が
生
ま

れ
る
。『
で
き
な
さ
』
に
つ

き
合
う
こ
と
、
こ
れ
が
一
番

の
救
い
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」。「
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
、
ち
ゃ
ん
と
い
る
か
ら
。

見
て
る
か
ら
」
だ
け
が
言
葉

と
な
っ
て
出
て
く
る
と
言

う
。ホ

ス
ピ
ス
で
生
ま
れ
、
生

き
続
け
る
患
者
と
医
療
者
た

ち
の
関
わ
り
に
は
希
望
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
の
い

の
ち
が
生
き
継
が
れ
て
い
く

も
の
と
な
る
。

講
師
は
自
分
が
が
ん
に

罹
っ
た
こ
と
を
知
り
、
自
分

の
生
き
方
を
見
つ
め
た
時
、

「
ホ
ス
ピ
ス
で
死
ね
る
の
で

安
心
と
思
っ
た
」
と
語
る
。

今
も
ホ
ス
ピ
ス
で
一
人
ひ

と
り
の
「
い
の
ち
」
と
出
会

い
、
向
き
合
い
、
共
に
生
き

る
。「出

会
っ
た
人
の
「
い
の

ち
」
に
つ
な
が
っ
て
生
か
さ

れ
、生
き
つ
な
い
で
い
ま
す
」

と
結
ん
だ
。

細
井
さ
ん
は
ホ
ス
ピ
ス
希

望
館
の
日
々
を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
い

の
ち
が
一
番
輝
く
日
～
あ
る

ホ
ス
ピ
ス
病
棟
の
40
日
～
』

を
共
同
制
作
。
著
書
に
は

『
こ
ん
な
に
身
近
な
ホ
ス
ピ

ス
』（
風
媒
社
）、『
死
を
恐

れ
な
い
で
生
き
る
―
が
ん
に

な
っ
た
ホ
ス
ピ
ス
医
の
人
生

論
ノ
ー
ト
』（
い
の
ち
の
こ

と
ば
社
）、『
希
望
と
い
う
名

の
ホ
ス
ピ
ス
で
見
つ
け
た
こ

と
―
が
ん
に
な
っ
た
ホ
ス
ピ

ス
医
の
生
き
方
論
』（
い
の

ち
の
こ
と
ば
社
）
が
あ
る
。

（
聖
霊
病
院

�

カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
事
業
室
）

曜日 時　間 講　座　名（講師） 対　象 教　室 内　容 開講日

月

14:00～16:00 墨を愉しむ《筆・ペン》（和香）� ※有料講座 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.12教室

「書く」「描く」個性豊かに実用から創作まで文字との一期一会。
第1 ・ 3月曜日 4月18日

17:00～18:30 スペイン語でバーモス（Vamos)！（暮林神父） 学生 ･一般 ロゴスセンター
図書室

スペイン語をある程度知っているみんなで、わいわい、がやがや、スペイン語でしゃべる時間です。
ちょっとした言い回し、使ってみて通じるかな？というのをサポートしながら学んでいきましょう！ 4月11日

火

10:40～12:00 カトリック教会のカテキズム（枝村神父） 学生 ･一般 神言神学院
第1教室

刷新された『カトリック教会のカテキズム』に準拠しながら、カトリックの教理を学
び直し、日本文化におけるインカルチュレーションについても考える。 4月5日

13:00～18:00 小原流いけばな教室（フラワーデザインアレンジメント併設）（関川さち）（渓雲）� ※有料講座 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.12教室

華道の歴史を指導ポイント　四季のおり、時の花と語らい貴女の心の作品をいけてみ
てはいかがですか！（見学可） 4月5日

14:00～15:00 インドネシア語会話（Br. ジャスティン） 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.13教室

Membaca dan Berbicara Bahasa Indonesia.
インドネシア語、読みと会話、そして音楽。 5月10日

水

15:00～16:30 韓国語会話（李仁花） 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.12教室 韓国語の会話、文化、慣習を学びます。 4月6日

16:00～17:30 キリストの教え（石橋神父） 学生 ･一般 ロゴスセンター
図書室

「カトリック教会の教え（カテキズム）」または「カトリックの教え」と聖書にもとづ
いてキリストの教えについて語り合う。 4月6日

木

10:30～12:00 English Bible Reading（シーランド神父） 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.12教室

英語で新約聖書を読んでいます。
毎週木曜日 4月14日

12:30～14:30 パイプオルガン講座（桜井檀
まゆみ

）� ※有料講座 学生 ･一般 ロゴスセンター
地下聖堂

神を賛美するのに最もふさわしいとされる楽器、パイプオルガン…
聖らかなアフタヌーンをご一緒に！ 4月14日

18:30～21:00 青年のためのキリスト教入門（暮林神父） 学生 ロゴスセンター
ホール・食堂、教室

気のよい仲間たちと一緒に歌や食事を交えながら、人生について、生き方について、
キリスト教について問いかえてみる時間です。 5月12日

金

10:40～12:00 カトリック教会のカテキズム（枝村神父） 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.12教室

刷新された『カトリック教会のカテキズム』に準拠しながら、カトリックの教理を学
び直し、そのインカルチュレーションについても考える。 4月15日

13:30～15:00 Parler et comprendre le Français en peu de temps　フランス語  （Munsi 神父） 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.13教室

Conversation Française・Lecture Française  Composition（rédaction）
Française 4月15日

15:30～18:30 和楽器講座尺八：山田直人、筝・三味線：竹田和子� ※有料講座 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.12教室

和楽器（尺八・筝・三味線）を練習します。楽器は講座で用意します。音楽のジャン
ルを限定せずに練習できます。（体験期間は無料）　※4月15日は休講です。 4月8日

土

11:00～12:00 Conversação em Português　ポルトガル語 （Domingos de Sousa 神父） 学生 ･一般 ロゴスセンター
No.12教室 日常的なトピックを題材にしつつ、ポルトガル語の文法と会話の基礎を学ぶ。 4月9日

11:00～12:30 リコーダーアンサンブル風詠（西脇良神父） 学生 ･一般 ロゴスセンター
図書室

ルネッサンス期・バロック期の作品を中心にアンサンブルを楽しみます。ご関心のあ
る方は、rnishiwk@nanzan-u.ac.jp  までご一報ください。 4月下旬

※ミサ：�日本語／月曜～土曜 毎朝8：00～、英語ミサ／毎週土曜日19：00～、スペイン語ミサ／毎月第1日曜日11：00～、�
フランス語ミサ／毎月第3日曜日10：00～、ポーランド語ミサ／毎月第2・4日曜日10：00～

　　　　★変更する場合がございます。事前にご確認ください。

2016年度 ロゴスセンター講座案内 〒466-0823　名古屋市昭和区八雲町104　　〈TEL/FAX〉052-833-3110
� reception@logos-center.com

東日本大震災犠牲者�
追悼・復興祈願のための

祈りと合唱の集い
日　時　�3月6日（日）�

15：00～16：30（開場14：30）
場　所　カトリック南山教会
出　演　�聖歌隊 南山大学スコラ・

カントールム
　　　　�合唱団 CANTUSNOVA

（賛同団体）
曲　目　�A Clare Benediction（Word 

and Music: John Rutter）
　　　　�Do not be afraid�

（Word: Gerard Markland/
Music: Philip Stopford）

　　　　�祝福の歌（作詞作曲：高橋晴美）
　　　　�混声合唱曲「夜明けから日暮

れまで」（作詞：和合亮一／
作曲：信長貴富）　他

問合せ　�南山大学人文学部キリスト
教学科合同研究室

　　　　☎052-832-3111
　　　　�南山大学スコラ・カントールム
　　　　西脇（mail@nanschoxii.jp）

髙田三郎�
帰天15周年記念ミサ
日　時　4月17日（日）16：00
場　所　カトリック南山教会
司　式　西脇 純 神父
指　揮　須賀敬一　
オルガン　木島美紗子
合　唱　�平和の祈り合唱団／
　　　　東海メールクワィアー／
　　　　髙田典礼聖歌男声合唱団
曲　目　�典礼聖歌　「おお 神の富」

「谷川の水を求めて」「ちい
さなひとびとの」「平和の
祈り」「来なさい重荷を負
うもの」　ほか

問合せ　�〒457-0012 名古屋市南区
菊住町2-8-13

主　催　�「髙田三郎帰天15周年記念
ミサ」実行委員会

カトリック通信講座
1972年開設以来の信頼と実績。『聖書入門〔Ⅰ〕』
のコラムには、Sr.渡辺和子も登場。2015年春に�
「幸せな結婚」のテキストをリニューアルしました。
〈全7講座〉
T001 キリスト教とは
　　　　　　キリスト教の概要
T002 聖書入門〔Ⅰ〕
　　　　　　四福音書（イエスの生涯）
T003 キリスト教入門
　　　　　　秘跡や信仰生活（洗礼準備にも）
T004 神・発見の手引
　　　　　　人生、自然を通して神へ
T005 聖書入門〔Ⅱ〕
　　　　　　使徒言行録・書簡・黙示録
T006 幸せな結婚
　　　　　　結婚の意味や愛、幸福
T007 生きること・死ぬこと
　　　　　　命に関する問題
詳細はホームページをご覧ください。
〈受講料〉（教材費・税込）
T001～T004 各4800円　T005～T007 各5300円
〈お申込み〉
郵便振替用紙にご希望の講座名・講座番号
（T001～T007）をご記入のうえ、下記にお振込
みください。入金確認後教材をお送り致します。
振替口座番号：00170-2-84745
加入者名：オリエンス宗教研究所
〈お問い合わせ〉
オリエンス宗教研究所　カトリック通信講座
Tel：03-3322-7601 ／ Fax：03-3325-5322
詳細はホームページをご覧ください。

関
わ
り
の
中
か
ら

　
生
ま
れ
る
「
い
の
ち
」

ホ
ス
ピ
ス
医
・
細
井
順
さ
ん

上映前、部落問題に取り組む関係者たちのあいさつ。

「
目
を
そ
ら
す
な
」

�

生
と
死
に
関
わ
る
一
家
の
物
語
　

い
る
」。「『
ち
ゃ
ん
と
最
後

ま
で
見
て
る
か
ら
』
と
応
え

る
と
『
そ
の
一
言
が
聞
き
た

か
っ
た
』
と
、
患
者
か
ら
は

悲
鳴
と
も
喜
び
と
も
つ
か
な

い
声
が
あ
が
り
、
涙
を
流
さ

れ
る
」。
患
者
に
寄
り
添
う

こ
と
の
大
切
さ
を
語
る
。

そ
し
て
医
師
に
も
「
ど
う

に
も
で
き
な
い
状
況
が
あ

る
」
と
言
う
。

「
生
き
た
い
患
者
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
」
一
方

で
、「（
ど
ん
な
理
由
で
あ
れ
）

早
く
死
に
た
い
患
者
を
死
な

せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
」。

現
実
に
で
き
る
こ
と
は
、

患
者
と
医
師
の「
で
き
な
い
」

者
同
士
が
、
沈
黙
と
オ
ウ
ム

返
し
の
繰
り
返
し
の
中
に
共

に
い
て
、
人
間
と
し
て
の
時
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

3
月
の
教
会
暦

４
日
㈮
～
５
日
㈯　

主
に
捧
げ
る
24
時
間

６
日
㈰	

四
旬
節
第
4
主
日

13
日
㈰	

四
旬
節
第
5
主
日

17
日
㈭	

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母（
祝
）

19
日
㈯	

聖
ヨ
セ
フ
（
祭
）

20
日
㈰	

受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

	

世
界
青
年
の
日

21
日
㈪	

名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂

記
念
日

24
日
㈭	

聖
木
曜
日
（
主
の
晩
餐
）

	

聖
香
油
ミ
サ

25
日
㈮	

聖
金
曜
日　

主
の
受
難（
大
斎・

小
斎
）

	

聖
地
の
た
め
の
献
金

26
日
㈯	

聖
土
曜
日　

復
活
徹
夜
祭

27
日
㈰	

復
活
の
主
日

4
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

３
日
㈰	

復
活
節
第
2
主
日

	

（
神
の
い
つ
く
し
み
の
主
日
）

４
日
㈪	

神
の
お
告
げ
（
祭
）

10
日
㈰	

復
活
節
第
3
主
日

17
日
㈰	

復
活
節
第
4
主
日

	

世
界
召
命
祈
願
の
日

24
日
㈰	

復
活
節
第
5
主
日

教
区
行
事
予
定

3
月

１
日
㈫	

信
徒
協
ノ
ヴ
ェ
ナ
（
9
日
間
の

祈
り
）
開
始

４
日
㈮	

世
界
祈
祷
日

５
日
㈯	

濃
尾
Ｂ
会
議

８
日
㈫	

樹
の
会

11
日
㈮	

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
・

復
興
祈
願
行
事
＊

12
日
㈯
～
13
日
㈰　
W
Y
D 

in 

名
古
屋
＊

13
日
㈰	

三
河
B
会
議
／
教
会
学
校
教
師

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

会
／
教
区
中
高
生
会

15
日
㈫	

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ

	

社
会
福
祉
委
員
会

18
日
㈮	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

19
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
ア
チ
ェ
ス

20
日
㈰	

城
東
B
会
議
／
城
北
B
会
議

23
日
㈬
～
24
日
㈭　

一
日
神
学
生
の
集
い

28
日
㈪
～
30
日
㈬

	

中
高
生
会
春
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

29
日
㈫	

教
区
顧
問
会
＊

31
日
㈭	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊

4
月

２
日
㈯	
信
仰
教
育
委
・
秘
跡
神
学
①

３
日
㈰	
宣
司
評
常
任
委
員
会
＊

	
信
徒
協
献
金
日

６
日
㈬	

教
区
顧
問
会
＊

９
日
㈯	

家
庭
委
・
高
齢
を
生
き
る
①

	

信
徒
協
理
事
会

10
日
㈰	

安
城
教
会
堅
信
式
／
教
区
中
高

生
会
／
修
女
連
総
会
＊

12
日
㈫	

樹
の
会

14
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊

16
日
㈯	

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

17
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議

	

信
徒
協
委
員
総
会
＊

19
日
㈫	

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ

21
日
㈭	

月
集
＊

22
日
㈮	

愛
岐
B
女
子
錬
成
会
／
青
年
委

員
会
／
正
義
と
平
和
学
習
会

29
日
㈮	

宣
教
司
牧
評
議
会
総
会
＊

30
日
㈯	

典
礼
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2016　世界祈祷日
キューバからのメッセージ

「子どもを　受け入れなさい　そしてわたしをも」
日　時　3月4日（金）　受付・歌練習　10：00
　　　　　　　　　　礼拝開始　　　10：30
　　　　　　　　　　教派紹介　　　12：00
　　　　　　　　　　閉会　　　　　12：30
会　場　日本基督教団名古屋中央教会
　　　　地下鉄東山線・名城線「栄」駅下車5番出口すぐ

ワールドユースデー in 名古屋２０１６
テーマ　「わすれないで」

日　時　3月12日（土）～13日（日）
会　場　神言会多治見修道院研修センター
　　　　岐阜県多治見市緑ヶ丘38
　　　　☎0572-22-2038
対　象　18歳から35歳が基本の対象年齢です！
申込み　メールで申し込みください。
主　催　名古屋教区青年委員会・WYD in 名古屋実行委員会

WYDクラクフ大会巡礼団
　7月下旬にポーランドでワール
ドユースデー（WYD）・クラクフ
大会が行われる。同大会への公式
日本巡礼団メンバー募集中。申込
み期間は4月12日まで。

概要は以下のとおり。
コ ー ス　（Ａコース）‌�7月23日～8月2日、11日間。30万円
　　　　　（Ｂコース）‌�7月23日～8月5日、14日間。35万円
　　　　　�（燃油サーチャージ、現地出入国税等を含む）
発 着 地　成田、関西、福岡（エコノミークラス）
募集人数　150人
参加資格　18歳（高校生を除く）～35歳。国籍不問。
申込方法　日本公式巡礼団事務局
　　　　　☎03-5632-4480、Fax 03-5632-4465
　　　　　E-mail wyd@cbcj.catholic.jp
　　　　　�HP http://cbcj.catholic.jp/jpn/committee/

wyd/krakow/

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約68.2％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

544件 27‚307‚231円
（1月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

神言会多治見修道院・黙想会
閑静な場所、広い院庭で黙想と心身の保養を！

3月12日㈯ 10：00～13日㈰ 16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは語る「あなたは自分を変えたいと�
思いますか」と� 対象：信徒　　　

4月2日㈯ 10：00～3日㈰ 16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは語る「あなたは自分自身をもっと理解したい
と思いますか」と� 対象：信徒　　　

料　金　宿泊費2,500円＋指導者への謝礼＋自由献金
食　事　仕出し弁当又はスーパーで購入
申込み　神言会多治見修道院研修センター（9時～16時30分）
　　　　☎0572-22-2038／ Fax 0572-22-2076
　　　　携帯 090-7696-8089

聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）から

ロザリオの祈り
日　時　3月13日（日）14：00～（40分程）
場　所　聖パウロ女子修道院チャペル

「読書会」
日　時　3月19日（土）14：00～15：30
書　籍　『�キリスト教とは何か①�

　　復活の秘儀をめぐって』
　　　　粕谷甲一著　女子パウロ会
場　所　聖パウロ書院

☆　　　　　☆　　　　　☆
　　　　　　　　対象者　どなたでも参加できます。
　　　　　　　　問合せ　聖パウロ書院　☎052-936-4443
　　　　　　　　　　　　担当 Sr. 永峰、Sr. 森

神言修道会　助祭叙階式
日　時　 3月19日（土）10：00
会　場　神言神学院大聖堂
　　　　名古屋市昭和区八雲町70-9
　　　　☎052-832-2082
司　式　ミカエル松浦悟郎司教
受階者　セルファシウス・サルファノ・ジャマン
　　　　ディエゲル・アルフォンスス・アフリ

第42回 1日神学生の集い
対　象　小学3年生～中学生、男子
集　合　3月23日（水）14：00　
　　　　名古屋教区センター（布池教会東隣り）
解　散　24日（木）12：00頃　聖香油ミサ終了後
持ち物　�着替え、洗面用具、侍者服（各教会から持参）、

ロザリオ
申込み　�申込書に必要事項を記入し、教会ごとにまとめて

郵送またはファクス
　　　　名古屋教区本部事務局「神学生委員会」まで
　　　　〒461-0004 名古屋市東区葵2-6-35
　　　　Fax 052-935-2254
　　　　3月13日（日）締切（必着）
問合せ　教区本部事務局
　　　　または平田政信神父　☎0568-73-7675 小牧教会

名古屋一日静修
神のいつくしみに学ぶ　― 特別聖年を迎えて ―
日　時　�3月21日（月・祝）10：00～16：30� 九里　彰 神父
　　　　「神のいつくしみ　～テレーズの果てしない希望～」
　　　　�5月21日（土）10：00～16：30� 松田　浩一 神父
　　　　「�神のいつくしみのうちに真理を学ぶ―イエスの

聖テレジアの場合―」
場　所　カトリック日比野教会　信徒会館
持ち物　聖書、ロザリオ、筆記用具、弁当
参加費　1,000円
申込みは、下記のいずれかの方法で。
　　　　Fax ／0568-62-5167
　　　　E-mail ／ seisyuu_2015@yahoo.co.jp
　　　　ハガキ／〒484-0076 犬山市橋爪一丁田1-26
　　　　　　　　「名古屋一日静修」係り
〈カルメル修道会主催・名古屋カルメル在世会協賛〉

聖霊病院70周年記念講演会
テーマ　いのちへのまなざし
　　　　―激動する世界にあって―
講　師　松浦悟郎　名古屋教区司教
日　時　3月5日（土）14：00～15：45（開場13：30）
会　場　聖霊病院　2階聖霊ホール
　　　　＊事前申込み不要
主　催　聖霊病院創立70周年記念　実行委員会
問合せ　〒466-8633　名古屋市昭和区川名山町56番地
　　　　☎052-832-1181（代）　担当：松浦ゆかり

東日本大震災
犠牲者追悼・復興祈願ミサ

～私たちは3.11を忘れない！これからも～
日　時　３月11日（金）14：00～16：00
会　場　カトリック布池教会
プログラム
　13：00　被災地物産展＆サロン
　14：00　復興支援活動のあゆみDVD
　14：40　司教ミサ（14：46 黙祷）
　16：00　被災地物産展＆サロン
問合せ　実行委員会事務局☎052-936-8366
主　催　カトリック名古屋教区


